




要旨:これまで本邦では小児膠原病の疫学調査を目的とした研究は行われていない。そこ

で本研究では、新しく改訂された小児慢性特定疾患医療意見書を利用することで、本邦に

おける小児膠原病の疫学調査を行う。発病率や罹患率などの地域性などが正確に把握する

ことができれば、小児膠原病専門医の適切な配置など、専門性の高い良質な医療を、より

効率的に地域の患者に提供することが可能となる。また患児の症状や入院・通院の実態を

明らかになることで、学校、社会、家庭における適切で効率的な支援態勢を構築すること

ができる。


